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【算数科共通研究主題】

数学的な考え方を育てるための指導の工夫
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(概 要)

本年度 は,四 っの学年別 分科会 を編成 した。各分科会 にお いて は,児 童 が個性を発揮 し

主体的 に活動 す る授業 の在 り方 を追究 した。 また,主 題 に迫 るために仮説 を立て,次 の視

点か ら検証授業 を通 して研究 を進 めた。

○下 学 年 分 科 会……児童 が 自 ら考え方 を活用 で きるよ うになるたあの実生活 との関連

を図 った学 習過程 の工夫

○第4学 年分科会 ……児童 が 自分 の考 えに 自信 を もって検討場面 に臨む ための指導 ・支

援 の工夫

0高 学年1分 科会 ……学 ぶ楽 しさを味わい、数学的 な考え方 を身 に付 け られ るよ うな算

数 的活動 の在 り方 や指導 の工夫

○高学年II分 科会 ……児童 が 自ら学習 を進 めるこ とがで きる算数的活動 の在 り方や支援

の工夫
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下学年分科会

子 どもの実生活に生 きてはたらく指導の工夫

1主 題設定 の理 由

生 きる力の育成 を これか らの学校教育 の在 り方 と した中央教育審議 会,さ らには教 育課 程

審議会 の答 申を受 けて,算 数科で は 「算数的活動」 と 「実生 活 との関連 」がよ り強調 された。

「実生活 との関連」 とい う視点 で これ までの指導 を振 り返 って み る と,ll常 生活 にお いて

身 に付 けて きた事 柄 と算数で学習 す る事柄 とを関連付 けた り,日 常 生活で直面 した問題 の解

決 に生か そ うとした りす る態度 が十分 に育 って い る児童 はまだ少 ない。 その理 由 と して,[

頃の授業 の中で,日 常生活 との関連を図 った内容 の問題 を作成す るなどの工 夫は続 けて きた

ものの,学 んだ ことを生活 の場面 で活用す るとい う観点 に立 っ授 業の展開 が十 分で はなか っ

た ことが考え られ る。

本来,学 習 の目的 は,「 単 に知識 や技能 を習得 す ることではな く,既 習 の内 容 や経 験 を も

とに しなが ら課題 を解決 し,そ の過程 で新 しい知識や技能 を見 いだ し,創 り,習 得す る営 み

を続 ける こと」 にある。 そのために は,既 習 の知識 や技能 の中 か ら必要な事柄 を見付 ける力,

新 しい知識 や技能 を身 に付 ける力が必要 であ る。 これ らの力 を育て る ことが,数 学 的な考 え

方 を育て る ことにっなが る。

この数学 的な考 え方 を育て るためには,児 童 自 らが学 習の際,算 数の もっよ さ,中 で も考

え方 のよ さを実感 と して味 わ うことが不可欠で ある。 そ うすれば,学 習 は単な る知識や技能

の習得 に終わ ることな く,次 の算数 の学習へ の活用,さ らには学校生活,日 常生活 ・社会生

活 への活 用が なされ るで あろ う。

児童が考 え方 のよさを味わ うために は,指 導 の中 で実生活 との関連 を図 る ことが重要 で あ

る。実生活 ではあま り意識 す ることはな いが,教 師 の働 きかけによ っては,児 童 が考え方 の

よさを味 わ うことので きる場面 が,多 く存在 してい るので はないか と考 えたか らであ る。

そ こで,本 分科会 で は,研 究主題を 「子 ど もの実生活 に生 きてはた ら く指導 の工夫」と し,

児童 が実生活 にお いて 自 ら考 え方 を活用す る姿を 目指 して,実 生活 との関連 を図 った学習過

程 にっいて追 究 して いきたい と考 えた。

II研 究 のね らい

(1)算 数 で学ん だ ことが児童 の実生活 に生 きてはた らくとはどのよ うな姿 なのか を明 らか に

す る。

(2)実 生活 との関連 を図 った学 習過程 を工夫す る。

1皿 研究の仮説

実生活 との関連 を図 った,考 え方 のよさを感得で きるような学 習過 程を工夫す るこ とに よ

り,学 んだ ことを実生活 に生 かそ うとす る児童が育つ。
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IV研 究の 内容

1「 実生活 に生 きて はた ら く」 とは

「実生活」 とは,児 童 の生活すべてを含んでい る。 っま り日常生 活 ・社会 生活 とと もに学

校で の生活,算 数 の学習 もその中に含 め られて いる。

したが って,「 実生活 に生 きて はた らく」 とは,「 算数の学習 を学校生活,日 常生活,社 会

生活 の中で活用 す ること」,ま た,「 算数 の学習 の際 に,既 習の知 識や方法 を活 用 して新 しい

算数 の知識 や方法 を生 み出 した りす ること」 ととらえ た。

児童 は,教 科 の学習 や遊 び,買 い物 など,実 生活で,算 数の学習を活用 してい るが,意 識

望::惣懲 灘 器 り登購 善二 児 童 の 実 生 活
扱 えるよ うな課題 は数多 く存在 してい る。教 師

は児童 の生活場面 か ら課題 を取 り入 れた り,児

童が課題 を発見 で きる場 や活用 す る場面 を意 図

的 に設定 した りす ることが大切 であ る。 その こ

とによ り児童 は,さ らに興 味 ・関心 を もって学

習す るよ うにな る。 そ して この学習 を通 して,

児童 は考え方 のよ さを認識 し,実 生活 の中で 自

ら考え方 を活用 で きるよ うにな るのではないか

と考え た。

轡
雛

日常生活1社 会生活

麟 の取り入濤 憲
*実 生 活 で 生 き て は た らい て い る姿 の具 体 例

①540円 の 買 い物 を した と き,状 況 に合 わ せて い ろ い ろ なお 金 の 出 し方 を す る。

・お っ りの な い よ うに ,ち ょ う ど540円 支 払 う。

(500円 玉1枚 と10円 玉4枚,100円 玉5枚 と10円 玉4枚,… …)

・小 銭 を な る べ く少 な くな るよ うに財 布 を軽 く した い と き,1000円 札 と10円 玉4枚 を 支 払

い,500円 玉 を おっ り と して も ら う。

② 生 活 科 の学 習 で拾 った ど ん ぐ りの量 を比 べ る と き,い ろ い ろな 方 法 を工 夫 す る。

・数 を数 え て比 べ る。 そ の際,10の ま とま りや100の ま と ま りを作 って 数 え る。

・同 じ形 状 の バ ケ ッに入 れ て
,ど こまで 入 ったか 高 さ(か さ)で 比 べ る。

・台 ば か りな どで ,重 さ を測 って 比 べ る。

③1個130円 の リン ゴが5個600円 で 売 られ て い る と き,ど ち らが安 いか を 考 え る。

・600÷5=1201個 当 た りの値 段 を求 め て 比 べ る
。

・130×5-6505個 の値 段 を求 めて 比 べ る
。

④ 路 面 に あ る タイ ル の し きっ め模 様 を見 か け た と き,い ろ い ろな 図形 のお も しろさに気付 く。

・同 じ形 の 繰 り返 しが あ る こ と
。

・タ イル の 並 べ 方 に よ って ,さ ま ざ ま な図 形 が で き る こ と。

⑤ 遠 足 の お や っ200円 分 を買 う と き,200円 で どの位 買 え るか,見 通 しを 立 て,概 算 しな が ら

買 う もの を 決 め る。
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2指 導の工夫

本分科会 で は,研 究主 題 に迫 るために,算 数 の学習 内容 と児童 の実生活 とを関連付 けた学

習過程 の工夫 を試 み た。
ri

*実 践 例(第2学 年 「水 の か さ」)Ll内 は・実生活と関連付けた部分

学習内容
① 水筒チ ャンピオ ン大会 を

しよう。

② ク ラ スの チ ャ ン ピオ ンを

決 め よ う。

実生活への
活用

③給食 の食缶のか さを調べ よ

う。

←

←

←

←

←

実

生

活

と

の

関

連

「身の回りにある水筒を使用]
Lする。 」

rコ

1ふ た,カ ップ な どで 量 る とl

lど の く らい に な るか考 え る。1
J

「身近な給 食の食缶のか さを課1

L題 にす る。

「既習のd2ま すで 量 る と,何1

Ld2に な るか 考 え る。

rコ

1牛乳 パ ックやペ ッ トボ トをでl

L量 ると何杯分に なるか考え る 」

「給食 で出たデ リンカ ップが「

LldBで あ る こ と を知 る。;

「自作 のaeま す で 身 近 な も]「 家 庭 で 牛 乳 パ ックや ペ ッ トボ]

L9～璽 ≧々登金 量 蚤g.一.一一一_.」}ト ルを 使 って 身 近 な もの の か1

;さ を量 る。}
L____________________一 一___J

この よ うな学習 の流 れを繰 り返す ことによ り,児 童 は学 習 に主体 的に取 り組む ことがで き

るよ うになる。 そ して,算 数 をよ り身近 な もの と感 じて,実 生活 の中か ら課題を発見 したり,

実生活 に進 んで生 かそ うと した りす る児童 が育っ ので はないか と考え た。

*主 題 に迫 るための手 だて

手 だて① 実生活 にす ぐに生かせ る課題や活 用場面 を設定 す る。

児童 の身 の回 りか ら課題 を取 り入れ る ことは,算 数 の学習 に対 す る興味 ・関心 を高あ る こ

とにっなが る。そ して活用す る力 をっ けるためには,学 習 した ことをす ぐに生 かせ るよ うな

課題 を指導計画 の中 に位置付 けた り,授 業以外 に も活用す る場 を積極 的に設 定 した りす る必

要 があ る。

手 だて② 教室外で の体験 的な活動 を取 り入 れる。

算数 を実生活 に広 げ るために は,教 室 か ら外 に出て活動す る ことが効果的で あ る。教室 外

で の活動 は,身 近 な生活 場面 か ら課題 を見付 けた り,算 数で学 んだ ことを活用す る場面を作 っ

た りす ることにつなが る。 このよ うな ことにより,算 数 と実生活 との結 び付 きを深 め るこ と

がで きる。

手 だて③ 「算数 スクラ ップ」を活用す る。

実生活で活用 す る力 を育 て るためには,児 童 が 日々の生活 を算数 の視点で見っ あ られ るよ

う働 きか け る必要 があ る。 そ こで 「算数 スクラ ップ」 を 日常的 に取 り入れ る ことに した。 児

童 は,算 数 の内容 に関連 した新聞や雑誌 の記事 や広告 を はった り,買 い物 や家庭 での会話,

遊 びの中な どで算 数が使われて いると気 付 いたとき記 録 した りす る。 この スクラ ップは授 業

の評価 の資料 と して利用で きるだけで な く,児 童 と実 生活 とをっな ぐ橋渡 しの役割 も果 たす。
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V実 践事例

1単 元名 麦 とぼ うグラフ(第3学 年)

2単 元 の 目標

・身 の回 りにあ る事象 にっ いて,目 的に応 じて観点 を決 め,資 料を分類,整 理 し,

す く表 に表 した り,よ んだ りす る。

・棒 グラフの意 味にっ いて知 り,こ れをよんだ り,か いた りす る。

3単 元 の指導計画(全9時 間)

本単元 で は,他 の小学校 との交 流を図 る中で,「 自分たちの ことを知 らせ よ う」

生活 と関連付 けた課 題 を単元全体 を通 して設定 し,指 導計画 を作成 した。

分か りや

とい う実

学 習 内 容 主 な 学 習 活 動 育てたい数学的な考え方 指導の工夫

* (ゆ とりの時間扱 い) B小,C小 の ことで,知 り
た い ことを考 えよ う。

・B小,C小 にっ いて紹介 し,

もっ と知 りた い ことを 自由 に

話 し合 う。B小,C小 か らも,

質問事項 を送 って もらう。

1 資料の整理 学校の前 の道路を走 るの り ・資 料 を 「正」 の 手だて②③
● ・資料 を分類整理する もの の数 を調 べ よ う。 字 や数表を使 っ ・交通量調査

要領 を知 り,結 果 を
数表 に表 す しかたを
理解す る。

・相手校か ら質問のあった,交
通量にっいて調査 し,乗 り物

て整理す ること
のよさに気付く。

・「正」の字 を

使 った整理
の仕方(既1

11

11

の種類別 の数を正の字を使 っ
て整理する。

・正の字を数字 に書 き直 して表

有経験)
・身 の回 りに

ある表 を探
に整理 し,そ の他 や合計 の 意

味 を知 って,そ の表 を よむ。
す 。

3 ぼ うグ ラフ 表を一 目で見やす くする方 ・数表や既習 の絵 手だて③
・簡単 な棒 グラフ(数 法 はないかな? グラフと棒 グラ ・身 の回 りに

量が縦軸で1目 盛 り フを比 較 して, ある棒 グラ
が1,2な ど)を よ

む こ とが で きる よ う

・表 ,絵 グ ラ フと棒 グラ フを比
べ なが ら,棒 グラ フにつ い て

棒 グラフの有用
性 に気付 く。

フを探 す。

にす る とと もに,棒 調 べ る。

グラフの有用性を理
・たて の じくの用語 を知 り,棒

解 す る。 グラ フを よむ。
・項 目のとり方や1目 盛 りの大

きさを変えたグラフを比べ る
・棒 グラフの有用性(各 項 目の

数量を直観的にとらえやすい
棒の長さで絶対量の比較がで
きる,項 目同士の数量の大 小
比較が しやすい)を まとめる

4 ・棒 グ ラフのか き方 を ぼうグラフを自分でかいて 手だて①
理解す る。 み よ う。 ・身近な題材

を基に して
・相手校か らの質問を調査 した

結果 を棒 グラフに表す方法を
棒 グ ラ フを
か く。

考 え る。
・項 目の と り方 ,1目 盛 りの 大

きさな ど,順 に従 って グラ フ

をか く。
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脇 「　 「7蘇 、ちの学校について繭 を活用廊 「

轡 たこ　 篶 二illlll欝解 灘1

直」 瀧 霧難 一_襟1
81ぼ う グラ フ(発 展)

10撃 融 欝 琴琴薯襲i

む ことがで きる。

1

9

数量が横軸に表 された棒 グラ
フをよみ,既 習のグラフと比1
べて,相 違点を考える。

脚●量灘 秘

棒 グ ラ フを
よむ。

1

嘱 ρ有用性を理解す1.搬 装を1枚1、 まとめた二i
次元表を作成 し, この表をよ

一」____上 竺汝元表の有職 考える.

・轟塵欝 禦童3
・学年 ごとの児童数の一次元表

i

表(発 展)
・一次元表を組 み合わ

せた簡単な二次元表

をよむ ことがで き,

1・ 二次元表の有用

性に気付 く。
手だて①③
・身近な題材

を基に して
二次元表 を

作成す る。
・身の回 りに

あ る二次元
表を探す。

4本 時 の 指 導(6/9)

(1)目 標 ・集 め た資 料 を整 理 して,表 や グ ラ フに表 す 。

・表 や グ ラ フを よ み と り,資 料 の特 徴 をっ か む。

(2>展 開(本 時 の指 導 はT.Tで 実 施 した)
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業を支援 した り,
っ まず きに対 して

助 言 した りす る。
3.作 成 した グ ラ フ T1調 べ た こ とを発 表 しま しょ う。

や表を発表する。 T22人 組の半分ずっに分かれて発表 しましょう。 ◎T1は 教室の前方,
C好 きな給 食 の メニ ューを グラ フに しま した。 見 T2は 教室の後方

分 け られ るよ うに,色 を着 けてみ ま した。 カ レー に児童を集め る。

が一番人気があることが分かりま した。 ◇表や グラフをよみ
Cこ の学校 は5年 生が一番多い ことが分か りま し とり,資 料の特徴

た 。 をっかん でい るか。

など ・表 や グ ラフに した

ことのよさを意識

させ る。

4.感 想 カ ー ドを書 T1み なさんがかいた表やグラフは,他 の小学 校 手だて③
く 。 に送 ります。 まだ残 って いる質問 につ いて も,こ ・感 想 カ ー ドは ,自

れか ら調 べ て い きま しょう。 分 の席 に戻 って記
T2全 部で きた ら送 って くだ さ い。 入 させ る。

T1今 日の勉 強 の感想 を カ ー ドに書 いて,「 算 数
ス ク ラ ッ プ 」 に は っ て お き ま し ょ う 。

T2書 き終 わ った ら発 表 しま し ょう。

Cグ ラフにす る と結果 が ぱ っ と分 か った。

C比 べ る ときは棒 グラフにす る といい し,く わ し

く知 りた い と きは表 にす る とい い こ とが分 か っ
た 。

*児 童が調査 し,表 や グラフを作成 した項 目

・飼 ってい る動物 ・学校 の前 の道路 の交通量

・教 室 の種 類 と数 ・好 きな給 食 の メニ ュー

・兄 弟 姉 妹 の数 ・朝 ご飯 は何 を食 べ た か

・好 きな ス ポー ッ ・好 きな キ ャラ ク ター

VI研 究 の成 果 と今後 の課 題

・児 童 数(3年 生 ,全 校)・ 好 きな 歌

・好 き な教科 ・どの ぐ らい泳 げ るか

・好 きな ラー メ ンの 種 類 ・好 きな 遊 び

・ク ラス の係 と人 数 な ど

・学習過程 を工 夫す ることによって,児 童 が課題 に対す る必要感を もち,主 体的 に学習 に取

り組 む ことがで きた。 その ことが,算 数 の よさ,中 で も 「数学的 な考え方の よさ」 を実感

す ることにっなが り,児 童の中 に学 んだ ことを次 の学習 に生か そ うとす る積極的 な態度 が

よ り一層 見 られ るよ うになった。

・他教科 やその他 の学校生活 にお いて,学 んだ ことを活用 す る場面 を意図的 に設定 した り,

日常生 活での活用 を働 きか けた りす ることにより,児 童 が算数 の視点 を もって 自分 の身 の

回 りの事柄 を見っ め られ るよ うにな った。

・児童の 「数学的 な考 え方」 を実生活 に生 かそ うと してい る姿が,い ろいろな場面 を通 して

見 られ るよ うにな った。特 に 「算数 スクラ ップ」 は,児 童 の 日常生活 と算数 とのかかわ り

を と らえ るのに有効 な手段で あ った。今後 も,実 態調査 を行 うための方法,す なわち ア ン

ケ ー トの項 目や学校生活で の評価 の場な どについて,一 層 の工夫が必要 であろ う。 また,

学校以外 の生活 での活用 の見取 りにつ いて も,さ らに調査方法 を検討 してい きたい。
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第4学 年分科会

検討場面を充実させるための自力解決時の支援の工夫

1主 題設定 の理 由

教育課程審議会 の答申で は,教 育課程の基準の改善 のね らいを4点 示 して いる。 そ の中の

一 っに
,自 ら学 び,自 ら考え る力 を育成す ることが挙 げ られてい る。

自 ら学 び,自 ら考え る力 を育成す るため に,算 数科 において重要な ことは数学的 な考 え方

を育 て ることであ る。

以前 か ら,数 学 的 な考 え方 を育 てる一っ の方法 と して,問 題解 決学 習が重視 されて きて い

る。 その有効性 は,問 題 を解決す る過程 にお いて,児 童が数学 的 な考え方 を生 か し工 夫す る

ことを通 して,多 様 な解決方法 を考 えた り,多 面的 な見方や考え方がで きた りす ることに あ

る。 そ して,こ れを充実 させ繰 り返 してい くことは,児 童の数学的 な考え方 をよ り一層 豊 か

な もの に してい く基盤 とな る。 また,児 童 が問題解決す る充実感 や新 しい ことを発見 す る楽

しさを味 わい,物 事 に積極 的にかかわ ろうとする態度 を身 に付 けてい くことにっなが る。

問題解決学 習を取 り入れ る中で,学 習問題 に着 目 し,提 示 す る問題 を児 童の興 味 ある もの

に した り,様 々な解決 方法の ある もの に した りす る工夫 が行 われて きた。 問題を工夫す る こ

とは,児 童 の意欲 を高 め,多 様 な考え方を引 き出す ことがで きる。

また,自 力解決 時で は,解 決 のための十分な時間の確保 や個 別指導 な ど,全 て の児童が 自

らの力 で問題解決す るこ とがで きるための支援 も行 われて きた。 自力解決 す る ことがで きた

ときの児童の喜 びは大 き く,そ れ は次 の学習への意欲 につなが る。

そ して,自 力解決 に続 く検討場面 は,個 人 の考えを集団の考え に高め,一 人で は考 えつか

なか った考 え方 に気付 いた り,算 数 のよさを理解 した りす る大切 な場面で ある。少子化 が進

み,人 とのか かわ りが希 薄にな りっっあ る現在,こ れか らの児童 に とって,友 達 と互 いの考

え方 を認 め合 った り,磨 き合 った り してい く活動 はます ます重要 にな って きている。つま り,

検討場面 が充実 す ることは,数 学 的な考 え方 の育成 および主体的 に学ぶ態度 の育成 ばか りで

な く,創 造性 を培 う 「生 きる力」 の育成 に もっなが るので ある。

しか し,検 討場面 にな ると,そ れまでの意欲 が失 せて しま う児童が いた り,意 欲 があ って

も考 えを深 め られなか った り,教 師主導 にな って しま った りす る ことが多 くの授業 で見 られ

て きた。

その検討場面 を充実 させ るたあには,検 討時の支援 はもちろんであ るが,前 段階で ある 自

力解決時 に鍵が あると考 え られ る。 自力解決がで き,検 討場面 に臨む準備 がで きる ことが検

討場面 の展開 を確か な ものにす る。

以 上の ことか ら,本 分科会 では,検 討場面 の充実を念頭 にお きなが ら,自 力解決時 の支援

の在 り方 を明 らかにす る研究 を してい くことに した。

II研 究のね らい

○ 検討場面 の充実 とは,ど うい う児童 の姿 が見 られた ときか を明 らか にす る。

○ 検 討場 面の充実 のため に必要 な自力解決時 の支援 を工夫す る。
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皿 研究 の仮説

自力解決時 にお いて,児 童 が 自分 の考 えを もっための支援 に加え,児 童が 自分の考 え方 に

自信 を もって検 討場面 に臨み,生 かすための支援 を行 うことで,検 討場面 はよ り充実 し,児

童 の数学 的考 え方を育 て ることがで きる。

IV研 究 の内容

1検 討場面 の流 れ

検討場面 を充実 させ るためには,検 討場 面での支援 が必要不可欠で ある。本分科会 では,

検討場面 の流 れ にっ いて次 のようにまとあた。

(1)検 討場面 を3つ の場 に分 ける

検 討場面 で は,児 童 の意見 を整理 しきれず,そ の時 間に考 えさせ たい重点が明確 にな らず

に終わ ることが多 い。検討 の場 を3っ に分 けることで,今 どんな内容 を押 さえ るべ きかが,

教 師 にとって も児童 に とって も明確 になる。

① 妥当性 の検討 の場

児童が 自力解決 した一っ一っ の考え方 につ いて,そ れが論理的 に筋道立 ってい るか ど う

かを検討す る。 もし,考 え方が矛盾 して いた り,結 論 の導 き方が間違 っていた りした場 合

は,そ れを修正す る場 になる。 また,そ れぞれの考 え方が どの既習事項 による ものであ る

か にっ いて明確 に し,そ れぞれの考 え方 のよさを認 め合 ってい く。

② 関連性 の検討 の場

それ ぞれ の考 え方 を比較 し,互 いの共通性や関連性 を見付 け,ま とめた り,似 た考え方

を整理 した りす る場 であ る。比較す る ことで,そ れぞれの特 徴や長短 に気付 くことがで き

る場で もある。

③ 有効性 の検討 の場

それ ぞれ の考 え方 を,簡 潔 であ るか,ど ん な場合で も使 え るか,発 展性 はあ るかな どの

観点か ら検討す る場 であ る。簡潔性,明 確性,効 率性,発 展 性な どの視点 か らそれぞれ の

考 え方 を見直 し,そ れぞれの長短 がよ り明確 になる場で ある。児童 が算 数の よさに気付 く

大切 な場 であ る。

(2)ま とめに 自己選択 を取 り入 れ る

検討場面 において,最 もよい考え方 に収束 させたい ときや児童の意見が なか なか まとま ら

なか った り,効 率 の よい考え方 の よさが伝 わ らなか った りした とき,ま とめで教師が強 引 に

結論 に結 び付 けることが少 な くな い。児童 自らがよ りよい考 え方 を選べ るよ うに して い きた

い。 そのために,ま とめ において,ね らいに迫 りやす い類題 を提示 し,自 分で選んだ考 え方

で解決 させ る中で,児 童 自 らがよ りよい考 えの数学的 な価値 を確認 した り,気 付 いた りで き

るよ うにす る。

2検 討場面 の充実 とは

自力解決 の段 階で は,一 人一 人 の考え方 が様 々であ る。数学 的な考 え方 を用 い効率 的な解

決方 法を考え られた児童,効 率的で はないが こつ こっ と取 り組 み解決で きた児童,絵 や図 を

用 い解決で きた児童,支 援 を受 けて解決で きた児童 な ど,一 人一人 が様 々な方法,考 え方,

意識 を もって いる。検討場面 は,他 の考え方を知 り,そ れぞれのよ さに気付 いた り,よ りよ
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い考 え方 はどれかを考 えた りす る中で,一 人一人 が考 えを深 め,数 学的 な考 え方 を身 に付 け

るための場 ととらえ る。

本分科会 で は,検 討 場面 が充実 した状 態 を次のよ うに考えた。

(1)話 し合 いの中で数学 的 な考 え方が高 ま り,一 人一人 に身 に付 いた状態

多様 な考え方が 出された場合,そ れぞれ の考え方 は学習問題 に対 して妥当であるか,ま た,

どの既習事項 による ものか とい うことに気付 き,そ れぞれ の考え方の よさを認 めよ うとす る

児童 の姿が見 られた状態 ととらえ る。

問題解決 のための考 え方 に レベルの違 いがあ る場合,児 童が話 し合 いの中で よ り優 れた考

え方 はどれか,そ してそれが優れて いるの はなぜか とい うことに気付 き,自 分 もその考え方

を使 ってみよ うとす る姿が見 られ た状態 とと らえ る。

検討場面 で理 解 した考え方 を用 いて類題 などを解 いてい ることや次 の学 習 にその考 え方 を

生 か して いることなどで評価 してい く。

(2}一 人一人が話 し合 いに積極 的に参加 している状態

話 し合 いが活発 に行 われて いて も,そ れが一 部の児童 によ るもので は検討場面が充実 した

とは言 えない。一 人一 人が話 し合 いに参加 す ることが大切 であ る。意見 を 言うことも大切 だ

が,友 達 の意 見を聞 き,自 分 な りの考 えを もっ こと も積極 的な参加 と して と らえ る。

3支 援 の工 夫

(1)検 討場面が充実す るたあの条件

本分科会で は,検 討場面 の充実 のたあに児童 に必要 な条件 と して次の3点 を考 えた。

① 自力解決 がで きる こと

検討場面 に臨む大 前提 と して,ど の児童 も自分 な りの解決がで きて いる ことが挙 げ られ

る。 自分 の考 えが もてて初 あて検討が可能 であ ると考 え るか らであ る。 そのために は,児

童 が解決 への意欲 を もて るよ うな学習問題の工夫 も必要 であ り,ま た,個 別指導,小 集 団

指導 や ヒン トカー ドなどの手 だて も有効で ある。

② 自分 の考え を認識 し,説 明がで きること

自分 の考 えを もっ ことがで きた ら,次 はそれ を友達 に うま く伝え な くて はな らない。 ど

ん な ことで も言 え る雰 囲気 を もっ学級 づ くりや表現力 の育成 は もちろんで あ る。加 えて,

表現す る前 に どのよ うな考え方 を したのかをは っきりと自分 自身が認識す る ことが重要 で

あ る。

③ 友達 の考え方を理 解 し,自 分 の考 え方 と比較で きること

「自分 の考 え方 は,○ ○だ」 とはっきり認識 で きれば,「 友達 はどんな考え方を しただ ろ

う」 とい う思 いが湧 いて くるであろ う。 ワーク シー トや発表か ら友達 の考え方 を理解す る

ことが不可欠 であ る。 また,理 解 で きれば,自 分 と友達 の考え方が1司じで あるのか,違 う

とす ればどの ように違 うのか,と 比 較で きるよ うにな る。

(2)検 討場面 が充実 す るため の教材研究の重点

本分科会 で は,特 に次 の点 につ いて教材研究を深め ることが必 要であ ると考え た。

① 本時 にお いて どのよ うな検討 が成立 すればよいのか,ね らいを明確 にす る・

② ① でね らったよ うな検討 が成立 す るために,児 童 のあ らゆ る反応及 び考え方 を予想 して
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お くことが必要 であ る。 さ らに,児 童 のそれぞれ の考え方を どの ように活 用す るのか,本

時 のね らいを達成 す るために必要 な考 え方が児童か ら出 されなか った場 合 どの ように対処

す るのか な ど,綿 密 な計画を立 て る。

(3>自 力解決時 の具体 的な支援

上記 の条件 を満 たすために,次 のよ うな支援を工夫 した。

① 「ち らっとカー ド」 の活用(支 援1)

自力解決時 において 自分 の考 え方 に自分で名前をつ けるとい う活動(以 下,こ の活動 及

びこの活動 によ って付 け られた名前 を 「ネー ミング」 と呼ぶ)を 取 り人 れる。 発表後 に そ

れぞれ の児童 の考 え方 の特徴 を表 した名前を指導者が付 ける手 法がよ く使 われてい る。 そ

れを 自力解決時 に児童 自身 に行 わせ る ものであ る。 この活動 は,次 のよ うな効果 があ る。

・自分 の考 え方 を短 い言葉で端的 に表す ことで,自 分 の考 えの特徴 をは っきりと認識 で

きる。

・発 表時 には,ネ ー ミングを キーワー ドと して分 か りやす い発表や説明がで きる。

また,自 分の考え方 とネー ミングを画用紙 に書 いた ものを 「ち らっとカー ド」 と呼ぶ。

「ち らっとカー ド」 は,下 図のよ うに点線 の部分で折 り,ネ ー ミン グだ けが見 え るよ うに

黒板 に掲示 す る。 自力解決時 にお いて黒板 に掲示 された このカー ドを見 ることは,次 のよ

うな効 果 が あ る。

・友 達 の 考 え方 へ の 関心 が 高 ま る。

・一 人 の児 童 が 多 様 な考 え方 を す る手 掛 か りに な る
。

・ネ ー ミ ングを ヒ ン トに解 決 へ の 見通 しが もて る
。

・個 人 内 で の比 較 ・検 討 が始 ま り,検 討 場 面 へ の準 備 が で き る。

② ネ ー ム カ ー ドの活 用(支 援2)

(ネ ー ミ ン グ)

(自 分 の考え方)

自力解決時 に作 られた学級全員 分の 「ち らっとカー ド」 を黒板に掲示 す ることは,困 難

で あ り,煩 雑 にな る。 そ こで,自 分 の考 え と同 じあるいは似て いる 「ち らっとカー ド」 の

そばに自分 のネームカー ド(マ グネ ッ トシー ト製)を はること,検 討場 面 に入 る前 に児童

全員が 自分 の考 え方 を明 らかにす ることは大切 な ことで ある。

(4)そ の他 の工夫

① 学習問題 の工夫(支 援3)

次の よ うな学習問題 が提示 で きるよ うに工夫す る。

○本時 のね らいに即 した適切 な内容で ある問題

○児童 の興味 ・関心 を高 め る問題

○児童 に とって必要感 が もて る問題

○数値 ・図形 ・資料 などが適切 である問題

0多 様 な考 え方が で きる問題

0あ る程度 の困難 さが伴 う問題

0解 決す る ことによ り,よ さが浮 き出 る問題

② 「ふ りかえ りカー ド」 の活用(支 援4)

授 業の終わ りに自己評価 を行わせ る。 本時で分 か った数学的 な考え方 や学習 の感想 な ど
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v

1

2

を適 宜書かせ,自 力解決 や検討へ の意欲を高め る。

実践事例

単元名 「式 と計算」(第4学 年)

指導計画(8時 間扱 い)

小単元 か っこを使 った式(2時 間)

か け算やわ り算 のま じった計算(3時 間)

計算 のきま り(2時 間)

ま とあ(1時 間)

3本 時の目標(1/8時)

0

O

0

加乗2段 階の問題 を()を 用いて1つ の式 に表す ことがで きることを理解す る。

加乗2段 階の問題を()を 用 いて1っ の式 に表す ことのよさに気付 く。

()を 用 いた式 の計算順序 を理解 する。

4本 時の検 討のね らい

○ 妥当性 の検討 で は,式 か らそれぞれの考え方を よみ取 ることがで きる。

○ 関連性 の検討 で は,式 は異 な っていて も考え方が同 じで ある ものがあることに気付 く。

○ 有効性 の検討で は,(

5本 時の展 開

)を 用 いて1っ の式 に表 す こ との よ さに気 付 く。

課
題
把
握

自

力

解

決

主 な発問 と支援 学 習 活 動 ・ 児 童 の 反 応

ゆき子 さん は,1000円 もって金魚 を買 いに行 きま した。そ こで,400円 の丹 頂 と340円 の出目金 と

30円 の小赤 を1ぴ きずっ買 いま した。 お金 はい くら残 って いるで しょうか。

T:で は,「 ち ら っ と カ ー ド」

に や って み ま し ょ う。 で き

た人 は,黒 板 に は って くだ

さい 。(支 援1)

・自力解決がで きない児童 に

は,「 ち らっとカ ー ド」 を

ヒントにするよ うに助言す

る。(支 援1)

T:い ろ い ろ な方 法 が あ る よ う

で す ね。 も し,黒 板 に は っ

て あ る カ ー ドと同 じ考 え 方

を して い る と思 った 人 は,

ネ ー ム カ ー ドを そ の カ ー ド

の そ ば に は って お き ま し ょ

う。(支 援2)

・解決 した児童 には,黒 板 の

「ち らっと カー ド」 を ヒ ン

トに して発表 の仕方 を考 え

た り,別 のや り方 で解 いて

みた りするように助言する。

(支援1)

T:そ れ で は,ど の よ う に考 え

たの か,発 表 しま し ょ う。

ci

か っこ方式

cz

お先にど うぞ

C3

2っ の式

C2:C1と 同 じか も しれ な い

な あ 。

C4

た し算 とひ き算

C5

3っ の式

C6

ひき算方式

C4:C3み た い に2っ の式

にな った。

C:他 のや り方 で や って み よ う。

自分 の 考 え を友 達 に分 か りや す く説 明 す る準 備 を して お こ う。C:

C:(「 ち らっ と カ ー ド」 を 見 て)た し算?あ あ,3匹 の金 魚 の値 段 を 計 算 し た ん だ な 。

そ れで や って み よ う。

C:ぼ く もか っ こを使 って 計 算 したぞ 。C1の と ころ に 自分 の ネ ー ム カ ー ドを は って こ

よ う。

C:わ た しは,2っ の式 に な っ たわ 。C3の と ころ に ネー ム カー ドを は りに い こ う。

【妥当性の検討】

C3 2っ の式

400-←340一 ト30軍770

1000-770=230

230円

C4:あ っ,わ た しの や り方 と ・C4

同 じだ。400十340+30 ;770

1000-770=230C
:ネ ー ミ ン グ は 違 っ て い て

も同 じや り方 だ 。

た し算 とひ き算

230円
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1

1 ・それぞれの考えが きちん と C1か っ こ方 式 C2:実 は,わ た しも か っ こ を C2お 先に どうぞ

1

!検
式 に表 されてい るか確認 し
てい く。

1000-C400+340+30)

=230

230円

使 って解 きま した。 か っ

この部 分 を先 に計算 す る

か らです。

1000-(400+340+30)
=230

230円

C53っ の 式 C6ひ き算方式

400十340=740 1000-400-390-30

740+30=770 =230

1000-770=230230円 230円

討 【関連性 ・有効性の検討】
T:似 てい る考え方 を して いる C C6以 外の考え方 は,は じめに代金を求 めてか ら計算 していると ころが同 じだ。

ものや,よ りよい考え方 を C で も,2っ や3っ の式 よりもC1やC2み たい に1つ の式 の方 がす っき りして いて いい。

してい る ものはあ りますか。 C C6も1つ の式 になって いるけ ど,ひ き算ばか りでは計算 するのが面倒。

C C1やC2は,自 分がや ろうとしてい る計算が1つ の式 に全部まとめ てあ るか ら分 か

りや す い。

C それ に,C1やC2は 問題文に似た式のか き方にな っている。
T:み んな いろいろな考 え方が C C1やC2で す 。

で きま したね。 どれ も丸 を C ぼ くもだ 。 で も,C1やC2も 計 算 す る時 はC3やC4み た い に や って い るん だ よ 。

あげ られ ますね。みんなは, C C6は,時 間が あったら確かめに使え るね。

どのや り方がよか ったかな。

T:C1の 式 は,ど こ か ら計 算 C:代 金 をひとまとめに()で 表 して いるので,か っこの中か ら計 算 します。

します か 。

ま T:で は,次 の問 題 をや って み C(類 題 を自分で選んだ方法で解 く。 ほとん どの児童が,か っこ方式 で取 り組 む。)
と
め

ま し ょう。

T=ふ りか え りカ ー ドに今 日の C(ふ りか え りカ ー ドに今 日 の ま とあ を 書 く。)

ま と あ を書 き し ょ う。

(支援4)

VI研 究 の成果 と今後 の課 題

1研 究 の成果

○ 児童 が 「ち らっとカー ド」 に ネー ミングを書 き込 む ことで,自 分の考え方を端的 にま と

め る力 がっ いた。 ネー ミングをす るために 自分 の考 え方 を整理 した り,自 力解決時か ら友

達 の考 え方 と比 較 した りす るようにな った。 そのたあ,検 討場面で友達の発表や意見を しっ

か り聞 こ うとす る態度が身 に付 き,積 極 的な参加 がで きるよ うにな って きた。

○ 自力解決 中 に黒板 に提示 した 「ち らっとカー ド」 のネー ミングを見 る ことで,自 力解 決

の手掛 か りや他の考え方 に取 り組み きっか けをっかむ ことが で きた。

○ カ ー ドを書 いた り,ネ ームカー ドを 自分 と同 じ考 え方 の カー ドのそばには った りす る こ

とが,問 題解決へ の意欲 に もっ なが った。

○ ふ りかえ りカー ドに 「既習事項 を使 ったか」 な どの項 目を設 け ることで,問 題 への取 り

組 み方を意識付 けて い くことがで きた。

○ ふ りかえ りカー ドを提示 した り発表 させた りす ることも,学 習(特 に話 し合 い)へ の意

欲 を高 ある ことにっ なが った。

2今 後の課題

○ ネー ミングは,ど のよ うな数学的 な考え方を用いたのかが一 目で分 か るよ うな ものが望

ま しい。 そのためには,児 童 自身が それをっかんでい く力が必要 になる。適切 な支援 や評

価を して い くことで その力 を伸 ば して い く必要 があ る。

○ 「ち らっとカー ド」 が いっ も有効 に用 い られ るとは限 らない。 どの単 元,場 面 で の活 用

が効果的で あ るか,研 究,実 践 を通 して さ らに明確 に して い く必要 があ る。
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高学年1分 科会

算数的活動を効果的に取 り入れた授業の工夫

1主 題設定 の理 由

昨年 の 日本数学教育学 会の調査で は,高 学年 にな るほど 「算数 がで きるよ うにな りたいけ

れ ど,嫌 いだ」 という児童 が増えて いることが分 か った。 わた した ちが,児 童に い くっか の

ア ンケー ト調 査を行 った結果,算 数が楽 しくて授 業 内容 が よ く理解 で きた と感 じるの は,

「図や絵 をか いた とき」 や 「実 際に物 を動 か した り,数 えた りす るとき」とい う回答が多か っ

た。 この ことは,算 数 の授 業 では操作的 な活動や作業 的,体 験的 な活動 な どが とて も重要 で

あ ることを示 して いるといえ る。

実際 に,こ れ まで様 々な操作的 な活動が行われ,児 童 に学 ぶ楽 しさを感 じさせ る授業が展

開 されて きた。新学 習指導要領 に も操 作的 な活動 を包 含 した 「算数的活動」 とい う表現が算

数 の 目標 に含 まれて いる。

そ こでわた したちは,こ れ まで行 われて きた操作的な活動 にさ らに工夫を加え,児 童が 目

的意識を もった活動,児 童が キ体的 に取 り組 む活動,児 童の個 に応 じた活動を算数 の授業 の

中で効果的 に取 り入 れてい こうと考 えた。 そ うす る ことで,算 数を学ぶ楽 しさを味 わい,数

理 的な処理の よさに気付 き,数 学 的な考 え方 ので きる児童が育 っので はな いか と考 え,一 ヒ記

の研 究主題を設定 した。

II研 究のね らいおよび仮説

1研 究のね らい

児童が算数 を学ぶ楽 しさを味わ うことがで き,数 学的 な考え方 を身 に付 け られ るよ うな算

数的活動 の在 り方 を追究 す る。

2研 究の仮説

従来か ら行 われてい る操 作的 な活動 に工 夫を加 え ることによ り,算 数的活動が,児 童 が 目

的意識 を もった活動 ・児童 が主体的 に取 り組 む活動 ・児童 の個 に応 じた活動 にな ってい くで

あ ろ う。

(工 夫 の例)・ 課題 の工夫(他 教 科,生 活場面 にっなが る題材 など)

・活動場所 の工夫(廊 下,体 育館,校 庭 な ど)

・単位 時間の工夫(1単 位 時間を30分 ,60分 などに)

・授業形態 の工 夫(T .Tを 取 り入 れ るな ど)

皿 研究 の内容

1「 算数 的活動」の とらえ方

これ まで算数 の学 習 において は,操 作的 な活動が重視 されて きた。 ここで改めて,算 数 的

活動 を通 して学 習を進 めて い くこ とが重要だ と言われてい るの は,児 童が 目的を もって,ド

体的 に算数 の学 習 に取 り組 めるよ うに して いこ うとい う理由か らであ る。 また,自 分 たちで

課題 を見付 けた り,そ れを解決す るための活動 を自分で考えた り選 んだ りす る能 力を伸 ば し

てい くこと もさ らに大 切に したい点で ある。
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算数 的活動 で は,目 的意識 を もって活 動 し,活 動 を通 して思考を深 めて い くことが重要 で

あ り,単 な る活動 の楽 しさで終わ るので はな く,数 学 的な考 えを伸 ばす ための活動で な くて

はな らな いと考 える。 その際 には,算 数的活動 によ り,児 童 にどん な数学的 な考 え方 が伸 ば

せ るのかを教師が把握 して進 める ことが大切であ る。

さ らに,そ の活動 は,一 っ一っ独立 して行われ るので はな く,次 々 と新 たな目的 に向か っ

て連続 して行 われ るものでな くて はな らない。その連続 してい く原動力 とな るものが,児 童

の 「や って みたい」 とい う気持 ち と 「こうすれ ばで きる」 をい う考 え る力であ る。 そ して,

児童が,課 題 を 自分 で考 えてで きた とい う喜 びは,学 ぶ楽 しさを高めてい くことにっなが り,

同時 によ りよい ものを求 めよ うとす る数学 的な考 え方を高 あて い くことにっなが って い く。

特 に,本 分科 会で は,思 考活動 を大切 に してい きたいと考え,数 学的な概念 や原理,法 則

を見付 けた りっ くり出 した りして い く活動,つ ま り探求的 な算数的活動を これ まで以上 に効

果 的に授業 に取 り入れて いきた いと考えた。

算数 的活動 の具 体例

単 元 名 算 数 的 活 動 数学的な考え方

単位量 あた り 日常 の生活 の中 にある 「速 さ」 にっ いて,児 童 。事象 の中か ら数学的 な問

の大 きさ 一人一人が課題 を見付 けて,そ の課 題 を解決 す 題を見付 けよ うとす る。

・「速 さ 」 る。(課 題解 決) ・問題 を解決す るための必

・台風情報 と地図 を もとに,台 風 が接 近す る 要 な条件 に気付 く。

時刻 を予測 す る。 ・概算の意味や仕方を理解

・自分 の歩 く速 さや自転車で走 る速 さを調べ, す る 。

それを もとに して,あ る目的地 まで行 くの ・既習 の法則 を活用 して課

にかか る時間やそ こまでの道 の りな どを求 題 を解決 す る。

め る 。

2「 学ぶ楽 しさ」 の とらえ方

本分科会 が行 った実 態調査 で は,算 数 の授業で楽 しいときは,何 かをっ くった り,数 え た

り,測 った り,図 や絵 をか いた りす る作業 の ときや,グ ループで話 し合 った りいっ しょに考

えた り して いるとき,と い う結 果であ った。 また,学 級 の児童 の様子を観察すると,児 童 は,

問題 が解 けた とき,そ の答えが正 しか った とき,そ れをみん なの前で発表で きたとき,で き

た りわか った りしたこ とをほあ られ たとき,以 前 に習 った ことを使え たと きなどに楽 しさを

感 じて いる ことがわか る。

以 上の ことか ら,本 分科会で は,高 学年 で重視 したい 「学ぶ楽 しさ」 を次 のよ うにと らえ

た。

・で きる楽 しさ 自分 な りの解決方法で答 えが出せ る楽 しさ

・わか る楽 しさ 多様 な解決方法を理解 し,そ のよさや共通点 に気付 く楽 しさ

・認 め られ る楽 しさ………自分 の考 えが認め られ る楽 しさ

・生活 に生 かす楽 しさ……授業 で学ん だ考えが生活 の中で生 かせ る楽 しさ

児童 が 「学 ぶ楽 しさ」 を味わ ってい るか ど うかを次の表のよ うに とらえて,児 童 の姿や学

習 の感想 な どか ら検証 す ることに した。
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学習過程における学ぷ楽 しさを味わう児童の姿

学習過程 学 ぶ楽 しさを味わ う児童 の姿 ・反応

っ か む や って み た い ・お も しろ そ うな課 題 だ

見 通 す 前 にや った考 え方が使え そ うだ ・解 決で きそ うなアイデ ィアを思 いっ いた

解 く 解決方法が わか った ・一人で解決 で きた ・他 の方法 で もで きた

検 討 自分 の意見 が発表 で きた ・友達の考え方がわか った

自分 の意見 が認 め られ た ・もっとよい方法がわか った

ま と あ よ くわか った ・もっとや ってみたい ・新 しい問題 を思 いっ いた

新 たな課題 に取 り組 みたい ・ほか の場面で も使えそ うだ

4

(1)算 数 が好 きな児 童 もそ うでない児童 も,

図 をか いた り,具 体物 を操作 した りす る こ

とによ って,理 解が深 まる ことが多 い。

高学年 になると,具 体物 を用 いない念頭

での思考活動が多 くな って くるが,児 童 の

理解 力や単元 の特徴 な どを考慮 しなが ら,

図や絵 をか く,具 体物 を操作す るなどの活

動 を効果的 に取 り入 れてい く必要 がある。

(2)作 業 した り,グ ループで話 し合 った りす

る活動 は,算 数が好 き,嫌 いに関係 な く楽

しいと感 じて い る児童 が多 い。 しか し,自

力解決 や計算練習 にっいて は,算 数 が嫌 い

になるに したが って,楽 しくない と感 じて

い る児童 が増 え る。

算数 の苦手 な児童,嫌 いな児童 に,主 体

的 に楽 しく自力解決の活動 をさせて い く手

だてを考え る ことが大切 である。

3「 数学的な考え方」の とらえ方

数学 的な考え方 は,日 常の事象 にっ いて見通 しを もち道筋 を立てて考 える力 その もので あ

り,生 きる力 にっ なが る もので ある。そ して,数 学的な考え方 は,児 童が主体的な学習を行 っ

てい く中で,活 動 の楽 しさや数理的 な処理の よさに気付 いてい くことで身 に付 いてい く。

本分科会で は,算 数 的活動 を効果的 に取 り入れ ることに より,学 ぶ楽 しさを味わ う児童 を

育 て る とともに,数 学 的な考 え方 の中で も,主 に態度面(筋 道 の立 った行動 を しようとす る

態度,よ りよい ものを求 めよ うとす る態度)や 方法面(類 推的な考え方,帰 納 的な考 え方,

演繹 的な考 え方,発 展 的な考え方,一 般化 の考 え方)に っ いて高あてい きたいと考え た。

実態調査 か ら

(1>算 数の授業ですが、あなたは次の どれにあては まりそ うですか。(複 数回答可)

250人 「
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(2>算 数の授業のなかでは、 どんな ことを しているときが楽 しいですか。(複 数回答可)
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5算 数的活動を効果的に取 り入れる指導の工夫

目的意識 を もった活動 に 主体的に取 り組む活動 に 個 に 応 じ た 活 動 に

す るために(A) す るために(B) す るために(C)

①児童 と共 に課 題 を作 る。 b ⑮多様な活動が考えられ る

②生活場面 にっなが るよ うな ⑨興 味関心 の もてる課題 にす 課題 にす る。

身近な題材の中か ら選んだ課 る 。 ⑯選択を取 り入れた課題に

題 にす る。 し す る 。

③課題を解決するたあにどん ⑩ 自分 の見通 しにあ った活 動 ⑰一人一人 の もった見 通 し

な活動が必要なのか考え させ を選 べ る環境 を作 る。(活 動 を大切 に して支援す る。

る 。 場所の工夫) ⑱活動の時間を十分に確保

④ なぜその活動 を してい るの ⑪必要な情報を児童自ら収集 す る。(単 位 時間 を柔軟 に

か を意識 させ る。 さ せ る 。 考え る)

⑤根拠 とな るものを児童 に見 ⑲見通 しの立 たない児 童 に

付 け させ る。 ⑫活動 を通 して見通 しを もた は,活 動の方向を示す。

⑥既習の学習内容を思い出 さ

1

せ る 。 レ(T.Tの 活 用 も考 え る)

じせ る 。

⑦児 童が よさを共有で きるよ ⑬ 自分の した活動 が見 え るよ ⑳ 自分の考えが認め られた

うにす るための発問 を工 夫す うな発表 の仕方 を工夫させ る。 り,友 達 の考 えを認 あ た り

る 。 す る場 を作 る。

⑧学習の成果を生か した問題 ⑭児童の感想の中から次の課

作 りを させ る。 題 を作 って い く。

すべて の授業 に① ～⑳ の全部 を網羅 す るのではな く,各 時間 に(A)(B)(C)の 中か ら,
い くっ か取 り入 れて授業 を展開 す る。

IV実 践事例

1単 元名 比例 ・反比例(第6学 年)

2研 究主題 との関連

(1)目 的意識 を もった活動 にす るために,日 常生 活の中か ら伴 って変 わる2量 を探 させ,比

例 と反比例 の両方を含 む学習計画 を立て,学 習 に見通 しを もたせた。 また,T .Tを 導 入

し,見 通 しが もて ない児童 には小集団指導 を行 った。 さらに計画 の段階 や自力解決 の段 階

で十分 な時間を確 保す るため,本 時を30分 ×2の 授業枠 で行 った。

② 主体 的に取 り組 む ため に,課 題 と して 「紙 の枚数」 を取 り上 げた。 「枚数 を数 え る」 「厚

さを測 る」 「重 さを量 る」 など,様 々な面か ら解決方法 が見付 け られるので,児 童が興味 ・

関心 を もって課題解決 に取 り組 む と考 えた。

(3)個 に応 じた活動 にす るために,あ らか じめ具体的 な言葉か けな どを用意 して活動 の方 向

を示す よ うに した。 また,T.Tを 取 り入れ,計 画を立 て る段階や 自力解決 の段 階で適 切

な支援が行 え る体制 を整 えた。
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3本 時

(1)目 標 ・比例 の関係 に着 目 して,問 題を解決す ることを通 して問題解決能 力を伸 ばす。

・算数 的活 動 を通 して,楽 しく主体的 に問題 を解決 しようとす る。

(2)展 開

学習過程と教師の発問

1問 題 把握

2解 決 への見通 し

T:ど うや った らおよその

紙 の枚 数を求 め ること

がで きますか。

3自 力解決

T;考 えた方法で紙のお よ

その枚数を求めてみ ま

しょう。

4発 表 ・検討

T:解 決方法で似て いる部 、

分 を探 しま しょう。

T:実 際 の紙 の枚数 を数 え

ま しょう。

5ま とめ　

1T:授 業の感想 を書きましょ

ヒ

学 習 内 容 と 児 童 の 反 応

(B5の 紙を500枚 ぐらい用意 して)こ の紙をみんなで同 じよ う

に分けた いのだけど,ど れ くらい枚数があ るかわか りません。

よい方法 を考 え,お よその紙 の枚数を求め ましょう。

C1二 紙の重 さを基 に枚数 を求 める。

C2:紙 の厚 さを基 に枚数 を調べ る。

C3:数 え る。

C4:わ か らない。

A二 重 さに目をっけて解決 を図 る。

①10枚 の 紙 の重 さ …32e

紙 の枚 数:x枚 紙 の 重 さ:v9と す る とY=3.2×x

全 部 の 重 さ …1600gYを1600を 代 入 して … 答 約500枚

②50枚 の紙 の重さ …160s全 部の重 さ …1600g

枚数 50 口

重 さ 160 1600

B:紙 の厚 さに着目 して解決 を図 る。

答 約500枚

①100枚 の紙の厚 さ …lcm全 部 の紙 の厚 さ …5cm

枚数 100 [コ

厚 さ 1 5

答 約500枚

②100枚 の紙の厚 さ …1cm全 部の紙 の厚 さ …5cm

求 める紙 の枚 数をx枚 とすると100÷1=x÷5答 約500枚

③50枚 の紙 の厚さ …0.5cm求 める紙 の厚 さ …5cm

求 める紙 の厚 さは50枚 の紙の厚さ の10個 分 答 約500枚

Cl数 え る。 → 大 変 で わ か らな い。

D:わ か らな い。

それぞれの解 決方法を発表す る。

C5Aの 解 き方は両方 とも紙の重さに目をつけて解決 している。

C6Bの 解 き方は両方 とも紙の厚 さに目をつけて解決 している。

C7ど れ も比例を用いて問題を解いてい る。

グループで分担 して紙の枚数を数え る。

C8:比 例を使 うと簡単 に紙の枚数を求め られ ることがわか った。

C9:い ろい ろなや り方が あるんだ と思 った。比例 って面白いと感 じ

た。

C10:実 際や ってみ ると思 ったほど難 しくなか った。

・留意点 ○指導 の'[夫 ☆ 算数的活動

・実際 に紙を見せ る。

○課題 のL夫(② ・⑨ ・⑮)

○ どんな活動が必要か考え させ る。(③)

○ 計画を ワークシー トに書かせ る。(④)

嚥 厩 瀞 はT2妓
○見通 しが立 った児童に は友達同士 で相談

してよい ことを伝え る。(⑳)

○使用が予想 され る道具を前 もって用意 し

てお く。(⑩)

○同 じ方法 ならば友達同士で活動 してよい

ことを知 らせ る。(⑳)

☆A:は か りを用いて紙の重 さを量 る。

☆B・ 紙の厚 さを測 る。

OA・Bと もに理由を ノー トに書 かせる。

(⑬)

OC・Dに 対する支援(⑰ ・⑱ ・⑲)

難 しい点 を確認す る。(数 が 多す ぎて 数

え られ ない。→ ほかの 方法 を考えよ う。)

→枚数が 増え るとかわ る もの は何 か。

(重 さ ・厚 さ)→ 枚数と重 さや厚 さの 間

に何か関係 はないか考 えさせる。

OT1は 主 にA・Bの グ ル ー プ を担 当,

T2はC・Dを 担 当す る。(⑰ ・⑱ ・⑲)

○解決 方法 の 「夫 している点 やよい点を

全体で認 めてい く。(⑦ ・⑳)

☆紙 の枚数 を確認 する。
1

i

」
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V成 果 と今後の課題

・ 生活 との関連 の中 か ら課題 を見付 けた り,体 育 館や校庭 な どでの活動 も積極的 に取 り

入れ た り した ことで,児 童 の楽 しく学ぶ姿や課題 に主体 的に取 り組 んで い く姿が見 ら

れ た。

●

●

●

●

●

1単 位 時間の柔軟 な扱 いを考 えた ことで,十 分 な活動時間が確保で きた。

T,Tを 取 り入 れた ことによ り,児 童 の活動 の広が りに対応がで きた。 また,個 に対

して従来 よ りも効果的 な支援,評 価がで きた。

課題をっか む,見 通 しを立て る,自 力解決 な どの場面 を通 して,算 数的活動 を行 うこ

とで,活 動 しなが ら見通 しを立て た り,自 力解決 の方法 を修 正 した り して い く様子 が

見 られ た。 この点 か ら,算 数的活動 を効果的に取 り入れ ることが,児 童の数学的 な考

え方 を伸 ばす ことに有効 だ った。

生活 との関連 や他教科 とのかかわ りの中で広 げて いけるような課題 をさ らに開発 して

い きたい。

児童 が 目的意識 を もった活動,児 童が主体的 に取 り組 む活動,児 童 の個 に応 じた活 動

を柱 と して算数的活動の在 り方をよ り具体化 してい きたい。

高学年H分 科会

子 どもが 自ら学ぶ算数的活動
～子 どもの?と!が 生 まれ る学習を 目指 して～

1主 題設定 の理 由

新学 習指導要 領 には,子 ど もが 「数量 や図形 にっ いて の算数的活動 を通 して」,「活動 の楽

しさや数理的 な処理 のよさに気付 く」 ように してい く必要性 が うたわれてい る。現在,子 ど

も主体 の学 習 はさ らに求 あ られて きて いるといえ る。

この よ うな学習 を組 み立て るためには,ま ず,子 どもが 自ら学習 を進 めた り,問 題を解 決

しよ うとした りす る興味 ・関心,疑 問 や問題意識を生 み出す必 要があ る。 本分科会で は これ

らを ま とめて 「?(ハ テナ)」 と呼ぶ ことに し,「?」 を生み出す もの と して算数的活動 に焦

点 を当てた。 また,学 習を進 め る中で,子 ど もが算数の美 しさや よさにふれ る体験 をすれば,

算数 を楽 しい と感 じ,さ らに次 の問題 を見 っけた り解決 した りしたい と思 う。本分科会で は,

この体験 を 「!(ナ ルポ ド)」 と呼ぶ。

この 「?」 と 「!」 につ いて明 らか に し,「?」 が生 まれ るよ うな算 数 的活動 は どの よ う

な ものかを追究 したい と考 え,本 主題 を設定 した。

II研 究のね らいと仮説

//一 一一　一　一 一 ＼
U2研 究の仮説 ・1研究のね らい

・「?」 「!」 について 明 らか にす る。 「?」 が生 まれ るよ うな算数 的活 動 を

こ 謂雑繍墾 璽⊥」堪 第 雪乏隈 も∴
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皿 研究 の内容

1?(ハ テナ)と は

子 どもが主 体的 に活動 す る算数 の学 習 には,ま ず子 ど もが興味 ・関心,疑 問 や問題意 識 を

もっ ことが大 切で ある。 本分科会で は,こ れ らを 「?」 と考 えた。

まず,学 習の は じめの場面で,学 習 を進 める原動 力 とな る 「?」 があ る。 これには,「 や っ

てみ たいな」 とい う興味 ・関心,「 不思議 だな」 とい う疑問,「 今 まで通 りにや って いたの で

はで きないそ」 とい う問題意識が 当て はまる。

次 に,活 動 の中で生 まれ る 「?」 が ある。 これ には 「もっと簡単 な方 法 はないか な」 「前

に使 ったあの考 え方 は使 えないかな」 とい う前向 きの意欲が含 まれ る。

もう一っ は,算 数 の美 しさやよ さを共有す る場面で,友 達の考え にふれての 「?」 がある。

これ には 「あの人 とこの人 の考え方 は同 じかな(似 て いるか な ・違 うか な)」 とい う比 較 ・

検討す る考 えや,「 いっで も使 える方法 はどれかな」 とい う一般化 の意識 が含 まれ る。

最後 に,ま とあの場面 で次 時の学 習や発展 的 な学 習 にっ なが る 「?」 が あ る。 これ に は

「この考えを他 の ことに も使え ないかな」 とい う発展 や,「 今 日わか ったことで,こ ん な問 題

は解 けないかな」 という新 たな問題意識 が含 まれ る。

この よ うに 「?」 は,学 習 の 原 動 力 で もあ り,学 習 の結 果 生 ま れて くる もので もあ るが,

子 ど もの思 考 や 感 情 の中 に 自然 に現 れ て くる もの で あ る。 従 って,い か に 「?」 が 生 まれ る

よ う にす るか が 重 要 に な って くる と考 え られ る。

一 人 一 人 の 「?」 を大 切 に し,ク ラス全 体 で 「?」 を共 有 す る こ とに よ っ て,「?」 か ら

「!」 へ とっ な が る子 ど もの主 体 的 な活 動 を促 し,算 数 の美 しさ や よ さを 感 じ られ る子 ど も

を 育 て て い きた い。

21(ナ ルホ ド)と は

算数 の学習 で は,子 どもが算数 的活動 を通 して,身 近で楽 しい,役 に立っ,自 分 た ちで作

り出す ことがで きる,美 しさやよ さに感動 する とい った経験 をす ることが大切であ る。 その

中で,特 に算数 の美 しさやよ さにかかわ るものを,本 分科会で は 「!」(ナ ルポ ド)と した。

言 い換 えれば,子 どもが 「!」 を もっ とは,子 ど もが数学的 な考え方 にかかわ るとい うこと

で ある。 「!」 を繰 り返 し経験す る ことで,よ りよい考え方 を求 めよ う とす る数学 的 な態 度

が身 に付 き,数 学 的な考え方 を育 て ることがで きる。

ところで,「!」 は,そ の単元 や授業 の終末 にだ け現 れ るもので はな い。 学 習 の様 々な段

階 での 「!」 が子 どもの学習への満足感 とな り,も っと考 えたい,も っとや って みたい とい

う意 欲や次の新 たな 「?」 へっ なが って い くことにな る。

この よ うな 「!」 を子 ど もが本 当に味わ うには,主 体 的な 「?」 を もっている必要がある。

あ るいは算数的活動 な どを十分 に経験 し,そ の中で 自 ら 「!」 を発 見することが大切である。

そ うで なければ,本 当の意味 で算数 の美 しさや よさに感動 した とい う経験 に はな らない。

そ こで本分科会で は,子 どもが もっ 「!」 の前提 とな る 「?」 と,そ の 「?」 を生 み出 す

「算数 的活 動」 に焦点 を絞 り,研 究 を進めて い くことに した。
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3指 導事例 にお ける 「?」 と 「1」

第5学 年 「合同 な形」で は四角形

の敷 き詰 あを取 り入れ た。正方形 の

タイルを敷 き詰 めた壁 の写真。 みん

な ど こかで見 た記憶 があ る。 お風 呂

場や地下道 の壁 ……。 そ こで今度 は

「作 って い ると ころを見 た ことあ る?」

と聞 いてみ た。 「一 つ ず っ丁寧 に合

わせてい くの。」「角がぴ ったり合 う

よ うにす るの。」 こんな会 話 の中 で

敷 き詰 めの方 法を確か めて いった。

平行 四辺形 や ひ し形,等 脚台形 は,

ほぼ全員が敷 き詰 あ られ ると思 って

い たが,他 の台形 と一般 の四角形 は

敷 き詰あ られない という考えが多かっ

た。 そ こで 自由に形 を決 あ,敷 き詰

あ て 確 か め る こ とに した。

A君 は,で き る と思 った 台 形 の 敷

き詰 め に成 功 し,「 や った 」 と い う

声 をあげ る。 隣を見 るとA君 がで き

ない と考えた一 般の四角形を敷 き詰

めてい る。 「え っ?」 早速 隣 の子 と

は違 う形の一 般の四角形 を作 り敷 き

詰 あ 始 め る。 「こん な 形 もで き る ん

だ 。」 「?」 が 「!」 を生 み,さ ら に

「?」 を生 む 。 「こん なの は ど うか な」

凹 の形 で あ る。 これ も敷 き詰 め られ

る と分 か った と き,ど ん な四 角 形 で

も敷 き詰 め られ たことの感動 「!」

と共 に 「ど うして なん だろ う」 とい

う疑 問 「?」 が また生 まれた。 ここ

で1時 間が終 わ り,2時 間 目に訳 を

考え た り他 の方法 で確 かめた りす る

こ と に な った。

「?」 か ら 「!」 が 生 ま れ 新 た な

「?」 を 生 み 出 し繰 り返 しな が ら,

少 しず っ そ の質 を深 め て い くこ とが

大切 であ る。

1.単 元 名 第5学 年 「合 同な形」

2,本 時の目標

・いろいろな四角形 を敷 き詰 めようとす る。

・敷 き詰め られる図 形の性 質を構成要素 に着 目 し考 える。

3,本 時の算数的活動

・いろい ろな四角形を敷 き詰め,ど んな四角形 で も敷 き詰 め られる ことを

確かめ る。

(「?」 が生 まれる算数的活動か ら 「?」 を解決す るための算数的活動へ

さらに 「!」 を共有す る算数 的活動 へと活動 の質が変化 してい く)

4本 時の展開

問

題

把

握

解

決

の

計

画

実

行

解

決

の

発

表

・

発

展

ま

と

め

・

発

展

主な発問と子どもの活動 ○留意点 ●支援 △評価

◇正方形の タイルで敷 き詰 め られた壁の写真 を提示す る。

「?」 ひ し形 や平行四辺形 はで きるか な。 「?」 他の四角形 はどうか な。

いろいろな四角形を敷き詰めてみよう

〈平行四辺形 ・ひ し形〉

「!」 平行 にきれ いに積み重な ってい く

「!」 大 きな平行四辺形,大 きなひ し形

がで きた。

〈台形〉

「!」 台形で もで きた。

「?」 台形がで きるの。

「?」 どんな台形 で もで きるのか な。

「【」 交互 に逆 さにするとで きる。

〈一般の四角形〉

「?」 一般 の四角形で もできるかな。

「?」 凹の形はで きないだろ うな。

T:い ろいろな四角形で敷 き詰 め られ た

ようなので発表 して くだ さい。

「!」 平行に重な ってい くな。

「!」 裏返 してい るな。

「!」 一般の四角形 はで きない と思 った

けれど実際 にや ってみた らで きま した

「【」4っ の角が集まるように並べていっ

た らうま くいきま した。

「【」凹 の形 も4っ の角が集 まる よ うに

や った らで きま した。

「U工 夫する とできるんだな。

「!」 ど こもみんな4こ ずつ集ま って い

るな。

△ いろいろな四角形 を敷 き詰 め

ようと して いるか。

△図形 の構成要 素に着目 して敷

き詰 め方 を考え ているか。

△ いろいろな四角 形を敷 き詰め

られ たか。

●実物 投影機を使 って作業が見

えるよ うにする。

△図形の構成要素に着 目して敷

き詰め られ るわけを考えて い

るか。

●対応す る角に番号 をつけて わ

か りやす くす る。

● コ ンピュータで実際 に確認 の

作業 を行 う。

T:気 が付いた こと,分 か った ことをま とめてお こう。

「!」 どん な四角形 も,工 夫すると敷 き詰め られま した。

「!」 長方形や平行四辺形,ひ し形は敷 き詰めた ら平行に重な りました。

「【」難 しそうな四角形 は4っ の角を合わせる と敷 き詰め られ ました。

「!」 台形や平行四辺形 は敷 き詰めた とき平行線の模様がで きました。

「!」2つ の角が合わ さって180度 になっています。.

「!」4つ の角が合わ さった方 は360度 になっています。

「!」4っ の角度の合計 は360度 なんだ。

「?」 他 の方法 で確か あたいな。

「?」 三角形 や五角形で も敷 き詰め られ るか な。

△ 感想 か ら次時 の学習 内容(新 たな?)を 見 っけ,予 告す る。
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4数 学的な考え方 と主題 との関連

算数的活動 を行 う中で,子 どもは 「?」 を

もち,「?」 か ら 「!」 が生 まれる。また,「!」

か ら新 たな 「?」 が生 まれ る こともある。 こ

の ように 「?」 や 「!」 が活 かされた学習 の

中で,数 学 的 な考 え方 は以下 のよ うに働 いて

いる。

「?」 を もっ には,数 学 的 な考 え方 が必 要

で あ る。 これは既習事項や子 どもの既有経験,

数学 的な考 え方 を生 み出す背景 となる考え方

(数 学的 な態度)で あ る。

また,解 決 の過程で は,算 数的活動 を行 う

ときに使われ る数学的 な考え方がある。逆 に,

算数的活動 を行 いなが ら,新 た に獲得 され る

数学的 な考 え方 もあ る。 これ は,そ の時間や

単元 で身 に付 け させた い学 習内容で ある。

さらに,「!」 を もっ た あ に必要 にな る考

無

え方 もあ る。 これ も既習事項 や子 どもの既有経験,数 学 的 な考え方を生み 出す背景 とな る考

え方(数 学的 な態度)な どがあ る。

5算 数的活動 とは

文部省 の 「小学校学 習指導要 領解説 算数編」 によれば,算 数 的活動 とは,「 児 童 が 目的

意識 を もって取 り組 む算数 にかかわ りの ある様 々な活動」 とあ る。 ここで いう活動 とはただ

単 に手 や体 を動か して いる もので な く,目 的意識 を もった探究的な ものだ と考える。従 って,

作業 的,体 験的 な ものだけでな く,思 考活動 も含 まれ る。従来 の算数 で も,操 作活動 の大 切

さが言われて きたが,算 数 の授業 を さらに子 ど も主体 の ものへ転換す るために,今 回初 めて

算 数科 の目標 に明記 された ものであ る。

この算数的活動 を,本 分科会 で は研究 主題 にあ る 「?」 と 「!」 と関連 して,次 の ように

分類 して考 えた。 一 一一

「?」 が生 まれ る ○主として授業の導入場面で,子 どもが活動 しなが ら 「?」 をもつための

算数的活動 算数的活動。

(例)・6年 「場合の数」 で,ゲ ームを通 して,サ イ コロの目の組 み合

わせを考え る活動。
・5年 「合同 な図形」 で,い ろいろな四角形を実 際に敷 き詰 め る

活動。

ト
一

1「?」 を解決する ○一人一人 の 「?」,み んなで共有す る 「?」 を解決す るための算数的活 動。

算数的活動 「?」 を解決 す る過程 でそれに対応す る 「!」 が生 まれ た り,新 たな 「?」

が生 まれた りす ることがあ る。1 一 一一一

i 「

1」 を共有する

}

○ 「?」 を解決 す る過程 で生 まれ た一人 一人 の 「!」 を 小 集 団, また は

し 算数的活動 学級全体で共有するための算数的活動。l

l 共有 された 「!」 の中か ら新 しい 「?」 が生 まれ ることがあ る。 一 一一
』 一 r-一 一
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この三 っの算数 的活動 は,そ れぞれ独 立 した異 なる活動が順 に現れ る場 合 と一っの活動 の

中で 自然 と切 り替 わ ってい く場合 とがあ る。本分科会 では,主 と して 「?が 生 まれ る算数 的

活動」 に重点 をお き,1年 間研究 に取 り組 んでい く。

この算数的活動 を工 夫す ることで,算 数 の授業 を次 のように変 え ることがで きると考え る。

◇算数の授業 を子 どもが主体 的に取 り組 めるもの にす る。

◇算数の授業 を個人差 に応 じたものにす る。

◇算数の授業 を創造 的なものにす る。

IV実 践事例(1)

1単 元名 第6学 年 「場合の数」

2単 元の指導計画(2)本 時 の展開

「たんぽぽ」の4文 字を並 び替え て,

綿毛 に名前 をっけよ う。

モ ンターシュ写真 を作 り,2種 類ずっ

の 目,鼻,ロ を組 み合 わせて,何 通 りの

顔がで きいるか な。

匿 築
6種 類 のピザか ら2っ 選ん で注文 する

組み合わせ につ いて調 べる。

6種 類 の ピザか ら4っ 選 んで注文 する

組み合わせ につ いて調 べる。

まとめ(本 時)3っ の サ イコ ロの

日の和 を も と に,目 の組 み 合 わ せ を

予想す る。

3本 時 の 指 導

(1)目 標

・活 動 を通 して
, 組み合わせ の

数 に興味を もち,落 ちや重 な

りな く数え よ うとす る。

・落 ちや重 な りのないよ うに調

べ る中で,図 や表や式を使 っ

て調べ ることのよさがわか る。

主な発問と子どもの活動 ○留意点 ● 支援 ▲ 評価

3つ のサ イコロを振 り,そ の 目の和か ら出た 目を当て よう

「?」 なかなか

当た らないな

↓

「?」 素早 く書 き出す

にはどうすれば

いいだろう

↓

みんなで共有す る?

→ 「?」 書 いたものに重な り

があ るな

1

「?」 重 なりのないよ うに

書 き出すにはど う

した らいいだろ う

1

もっと簡単 に組み合わせを見っけ られないかな

i

「?」 前 にや った方法 は使えないかな。

C:見 っけたことや気付いた ことを まとめる。

C:見 っけたことや気付いた ことを発表する。

「!」 和 の数 によって組み合わせの数が決 まってい

た。

「!」 樹形図や表 にす ると書 きやす い。

「【」全部書 き出す とうまくい った。

全体 で共有す る!

今 まで学習 した方法を使 うと落ちや重な りな く

簡単 に見つ けることがで きる。

Cノ ー トに本時の まとめ,感 想 を書 く。

○ 細かなルー ルは子ど もの実態 に合

わせて決め る。

●様々なっぶや きを集め,そ の中で

全体で共有で きるものを板書す る

など して広 め る。

●どのよ うな見っけ方を してい るか

を見て,共 感的 に助言 する。

▲ 落ちや重な りがな く調 べよ うとし

ているか。

●机間指導 を しなが ら,全 体で共有

したい 「!」 を広めよ うとす る。

○ 考えをまとめ る時間を確保す る。

○ 多様な見付け方が虚て きたときは,

時間の許 す限 りそれを試 してみて

多 くの子ど もがそのよ さを味わえ

るよ うにす る。

○ 様々な 「?」 については,発 展的

に取 り扱 えるよ うにす る。(学 校

裁量 の時間 の活 用等を考 える。)

鷹 響し棚 削
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実践事例(2)

1単 元名 第5学 年 「倍数 と約数」

2本 時の 目標

・数 の もっ性質 や数 同士の関係を,倍 数 や約数 に着 目 して考 える。

3本 時の展 開

問

題

把

握

解

決

の

実

行

・

発

表

検
討

・
発
展

主な発問と子どもの活動 ○留意点 ●支援 △評価

r

◇ 円形 に並 べ た12枚 の オセ ロを 全 て 白色 で提 示 す る。

ス ター トを決 め,□ 番 目を 次 々 に裏 返 して い く。 全 部 裏 返 せ た ら終 了。

T1:何 枚 ず っ な らで きそ うで す か。

C1:3枚 ず っ → で き な い(予 想 を裏 切 る)→ 「?」 何 枚 な らで きる の か な

C2:2枚 ず っ → で きな い(予 想 を 裏切 る)→ 「?」 何 枚 な らで き るの か な

C3:1枚 ず っ 「!」 で き た → 「?」 ほか の枚 数 で もで き るの か な

i

12枚の オセ ロを全部裏返せ るのは□枚 の ときだろ う

C42枚,3枚,4枚 と順番 に調 べ て い く。

C5:で き た枚 数 を調 べ て,数 字 の増 え 方 に

気 付 く。

C6:既 習 の倍 数,約 数 に着 目 して,で きた

枚 数 と で きな い枚 数 を比 較 す る。

T2:何 枚 で で きた か発 表 して くだ さ い。

C:1枚5枚7枚11枚

13枚17枚19枚 … …

●裏返 す ことがで きた枚 数 を表 な ど

に記録 させることで,そ の数が もっ

てい る性質 や数 同士 の関 係 に気付

くことがで きるよ うに,記 録 の仕

方な どを工夫す る。

● オセ ロの枚 数や並 べ方 を変 え てみ

たいなど,子 ど もた ちが もっ 「?」

を生 か して授 業を展 開す る。

△ 自分 な りの見通 しと根拠 を も って

活動 して いるか。

[」4枚,2枚,4枚,2枚 と規 則 正 し く増 え て い る。 → 「?」 ず っ と続 くの か な。

「!」 縦 に見 る と12枚 ず つ 増 え て い る。→ 「?」 ど う して12枚 ず っ 増 え る の か な。

→ 「!」13枚 以 上 は△ 周 と□ 枚 と考 え れ ば△ 周 の分 は数 え な くて も同 じだ。

「!」2と3の 倍 数 で はで きな い。 → 「?」 ど う して2と3の 倍 数 な ん だ ろ う。

→ 「?」2と3は12の 約 数 だ。 → 「?」 オセ ロを16枚 に して確 か め て み よ う。

V研 究 の成果 と今後 の課題

研究 の スター トで は 「?」 を もてない子 どもが多 く見 られたが,「?」 が 生 まれ るよ うな

算数 的活動 を工 夫 し授 業の中 に積極的に取 り入 れてい くことで,多 くの子 ど もが 自 ら 「?」

を もて るよ うになって きた。 また,今 まで算数 があま り好 きではない,得 意で はない と言 っ

てい た子 ど もも,主 体的 に活動す る場面が多 くな って きてい る。

今後 はさ らに,ど のよ うな 「?」 を解決 す る算数的活動を工夫すれば,子 どもが 自分の もっ

た 「?」 を 自 ら活動 を通 して算数 の美 しさや よさに気付 く 「!」 に向か っていけ るか,授 業

を通 して さ らに探 って い きたい。
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